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グラフで見る「Futures Japan 調査結果」

　日本初のHIV陽性者対象の大規模ウェブアンケート調査
「Futures Japan ～ HIV陽性者のためのウェブ調査～」（第
1回）の分析結果をもとに、目で見てわかりやすく、利用しや
すいツールとしてこの冊子を作成しました。
　ふだん調査・研究にあまり親しみがない方々、特に多くの
HIV陽性の皆さんにもこの調査結果を共有していただければと
思っています。また、HIV陽性者の現状を、より多くの方々に
身近なものとして感じていただき、理解を深めていただければ
幸いです。この冊子が、HIV陽性者やその周囲のこと、社会環
境、支援体制、エイズ政策などについて考えるきっかけとなっ
たり、何らかの働きかけ（アクション）をする際にも役立つも
のとなることを願っています。
　この冊子では、調査結果のごく一部を簡略化して掲載してい
ます。より詳しい内容をお知りになりたい方は「調査結果サマ
リー（概要）WEB版」をご覧ください。

Futures Japan～HIV陽性者のためのウェブ調査～

　数多くのHIV陽性者が企画段階から参加し、HIV陽性者に
とってどんな調査が必要なのか、いま何を明らかにするべきな
のか、HIV陽性者が本当に知りたいこと、あるいは知ってほし
いことは何か、そんな議論を１年以上かけて行い、質問項目を
決めました。
　第1回の調査は2013年7月20日～2014年2月25日まで
行われ、1000人を超えるHIV陽性の方々がそれぞれの気持
ちや体験をもとに回答してくれました。

　Futures Japan
　～HIV陽性者のためのウェブ調査～（第1回）
　http://survey.futures-japan.jp/
　・実施期間：2013年7月20日～2014年2月25日
　・分析対象：913人（調査回答者：1,095 人／うち有効回
　　　　　　　答917人／うち国外在住者4人を除く）

謝辞

　この場をお借りして調査に協力・参加いただいた多くの方々
に改めてお礼を申し上げます。

HIV Futures Japanプロジェクト　一同
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Futures Japan とは

Futures Japan（読み方：フューチャーズジャパン／正式名
称：HIV Futures Japanプロジェクト）は、HIV陽性者の

「自分らしくより健康的な生活の実現」と「暮らしやすい社会
環境づくり」を目的としている、多数のHIV陽性者が参加・
協力して行われている当事者参加型プロジェクトです。

2012年にプロジェクトが立ち上げられ、2015年現在、おも
に2つのプロジェクトを実施・運営しています。

Futures Japan
～HIV陽性者のための総合情報サイト～
http://futures-japan.jp/

Futures Japan
～HIV陽性者のためのウェブ調査～
http://survey.futures-japan.jp/



どんな人が回答しているか

セクシュアリティ
%, n=913

人（％）, n=913

居住地域

はじめ
て

回答し
た人が

約6割！

46都道
府県の

HIV陽性
者が回

答

ヘテロセクシュアル（男女）が79人（8.7%）

2011年以降が約4割

人（％）, n=913

年代

20代

 30代

40代

50代

60代

70代

無回答

149人
（16.3%）

374人
（41.0%）

311人
（34.1%）

65人
（7.1%）

7人
（0.8%）

1人
（0.1%）

6人
（0.7%）

その他
0.5

わからない
0.3

決めたくない
1.2

無回答
0.1

バイセクシュアル
（両性愛者）

10.5

ゲイ・レズビアン
（同性愛者）

78.6

ヘテロセクシュアル
（異性愛者）

41人
（4.5%）

北海道

273人
（29.9%）

東京

131人
（14.3%）

関東甲信越
（東京除く）

10人
（1.1%）

北陸

207人
（22.7%）

近畿

35人
（3.8%）

中国

55人
（6.0%）

九州

15人
（1.6%）

四国 97人
（10.6%）

東海

8.7

%, n=913

性別

その他
0.2

答えたくない
0.1

無回答
0.1

女性
3.7

男性
95.8

23人
（2.5%）

東北

19人
（2.1%）

沖縄

7人
（0.8%）

無回答

人, n=913

HIV陽性告知を受けた年

無回答

2014

2013

2012

2011

2010

2009

2008

2007

2006

2005

2004

2003

2002

2001

2000

1999

1998

1997

1996

1995

1994

1993

1992

1991

1989

1990

1988

1987

1986

4人（※調査期間は2014年2月まで）

125人
124人

113人
80人

74人
66人

54人
41人

52人
34人

31人
25人

17人
18人

10人
9人

3人
3人
4人
3人

7人
2人
2人
2人

2人
3人

1人
2人
2人

%, n=913

HIVでの通院・服薬・
身体障害者手帳の取得

通院

80.0 20.0

服薬 13.486.6

身体障害者手帳の取得

3.5

96.5

している していない・中断・申請中など

%, n=913

HIV陽性者向け
アンケート経験

%, n=913

支援団体・当事者団体の
利用や参加

%, n=913

このアンケートに
用いた端末

ない
60.6

ある
39.3

していない
64.3

以前にしたことはあるが、
現在はしていない

21.2
している
14.5

無回答無回答
0.20.1

パソコン
60.7

タブレット
6.6

スマート
フォン
31.8

その他
0.8

 ゲイ・

バイセ
クシュ

アル

男性が
811人（88.8%）

ど
ん
な
人
が
回
答
し
て
い
る
か

ど
ん
な
人
が
回
答
し
て
い
る
か
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北海道

東京都

滋賀県

徳島県

青森県

神奈川県

京都府

愛媛県

岩手県

山梨県

奈良県

高知県

秋田県

長野県

和歌山県

福岡県

宮城県

新潟県

大阪府

佐賀県

山形県

富山県

兵庫県

長崎県

福島県

石川県

岡山県

大分県

茨城県

福井県

広島県

熊本県

栃木県

静岡県

鳥取県

宮崎県

群馬県

愛知県

島根県

鹿児島県

埼玉県

岐阜県

山口県

沖縄県

千葉県

三重県

香川県

国外
無回答

35人

29人

17人

10人

1人

3人

23人

61人

18人

2人

3人

321人

10人

0人

1人

2人

39人

3人

2人

2人

7人

1人

5人

1人

2人

2人

2人

16人

3人

9人

0人

5人

4人

2人

17人

6人

4人

4人

3人

7人
8人

3人

4人

147人

3人

5人

1人

28人

32人

HIV検査と陽性告知1

人, n=913

検査地（都道府県）

人（％）, n=913

検査を事前了解していなかった人

自分は了解していなかったし、
家族・パートナー・

付き合っていた相手も
了解していなかった

自分は了解していなかったが、
家族・パートナー・

付き合っていた相手は
了解していた

13人（1.4%）

58人（6.4%）

%, n=913

検査をした場所

病院（入院中）
17.7

病院（外来）
27.8

保健所
24.1

その他

クリニック・診療所

人間ドック献血

1.1

7.7

0.53.6
HIV検査イベント

3.5
自己検査キット

0.9
郵送検査キット

3.7
常設のHIV検査所

9.3

%, n=913

感染経路

同性間性的接触
84.9

同性か異性か
不明の性的接触

3.6
異性間性的接触

6.0

血液製剤
1.8

輸血
0.2

母子感染
0.1

注射針の共用
0.8
わからない

2.0
答えたくない
0.4

無回答
0.2

健康状態2

からだの状態・服薬

%, n=913

最新のウイルス量

答えたくない

無回答
0.2

0.1

検出限界未満
54.5

1,000～10,000コピー
6.0

わからない
8.3

知らされていない
1.5

100,000コピー以上
4.1

検出されたが
1,000コピー未満

17.3

10,00～100,000コピー
7.9

%, n=913

最新のCD4細胞数

201～
350個/μℓ

18.0

51～200個/μℓ
10.0

 351～
500個/μℓ

22.9

501～
650個/μℓ

21.8

651個/μℓ
以上

18.9

50個/μℓ以下
3.2

わからない
4.3

答えたくない
0.3

知らされていない
0.5

無回答
0.1

%, n=913

抗HIV薬の服用

現在、服用している
86.6

服用したことが
あるが、現在は
服用していない

1.2

服用したことは
これまでない

11.9

無回答
0.2

％ , n=785

1ヶ月間の
飲み忘れ回数

0回
（飲み忘れなし）

65.6

1回
15.5

4回
1.1

3回
3.6

5回
2.7

6回以上
3.2

2回
8.3

％ , n=785

1日の服薬回数
1回

59.7

2回
39.5

3回
0.8

約85％の人
が、

服薬率
95％以上

（1ヶ月を
30日で

試算）

人（％）, n=913

AIDS発症経験

医師にAIDS発症していると言われた

医師から言われていないが、
AIDS発症していると思う

199人（21.8%）

48人（5.3%）

H
I
V
検
査
と
陽
性
告
知

1

健
康
状
態

2
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日常生活

%, n=913

自分の健康状態をどう思うか

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない

32.2 32.3 17.415.6

%, n=913

HIV感染症のイメージ

とてもそう思う ややそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答

0.3

30.17.7 31.2 30.7
抗HIV薬の内服治療によって、

HIVを相手に感染させる
心配がなくなった

HIV/AIDSは、以前ほど
深刻な病気ではない

HIV陽性が判明することは、
もはや死の宣告ではない

HIV感染症は医学的な管理が
可能な病気になっている

14.122.746.2

40.735.6 16.3 7.1

17.0

0.2

0.0

0.4

12.7 5.847.833.3

健康上の理由での日常生活への影響

通信・連絡
（パソコン操作、メールのやりとり、電話など）

セックス

その他

ひとつもない

運動、スポーツ

日常生活の動作
（起床、衣服着脱、食事、入浴など）

仕事、家事、学業（時間や作業量など制限）

外出（時間や作業量などの制限）

人とのコミュニケーション／
会話による意思の疎通

33.7

18.3

11.1

10.2

9.2

8.3

2.2

1.2

47.0

影響を受けていると感じているのは
「セックス」が最多だが、
「ひとつもない」人も5割弱

病気やけがによる自覚症状

 体がだるい

頭痛

手足のしびれ

足のむくみやだるさ

 肩こり

目のかすみ

食欲不振

きこえにくい

 下痢

もの忘れする

めまい

痔による痛み・出血など

眠れない

発疹（じんま疹・できものなど）

手足が冷える

前胸部に痛みがある

かゆみ（湿疹・水虫など）

歯ぐきのはれ・出血

吐きけ

手足の動きが悪い

せきやたんが出る

物を見づらい

息切れ

ゼイゼイする

腰痛

手足の関節が痛む

動悸

かみにくい

尿失禁（尿がもれる）

いらいらしやすい

熱がある

歯が痛い

尿が出にくい・排尿時痛い

月経不順・月経痛

胃のもたれ・むねやけ

耳なりがする

便秘

切り傷・やけどなどのけが

その他

鼻がつまる・鼻汁が出る

頻尿（尿の出る回数が多い）

腹痛・胃痛

骨折・ねんざ・脱きゅう

ひとつもない

30.3

12.9

7.6

5.3

23.5

12.6

7.3

5.0

22.9

12.5

7.1

4.8

18.4

11.6

7.0

4.2

18.4

11.1

6.8

4.1

17.1

9.6

6.6

2.5

16.9

8.3

6.4

2.5

1.3

16.0

7.9

5.5

2.5

0.3

13.5

7.9

5.4

2.5

2.3

13.0

7.8

5.4

1.4

19.4

上位の
症状が

、

一般住
民調査

と

かなり
異なる

男性 女性

腰痛 肩こり体がだるい1位

肩こり 腰痛

頭痛

肩こり2位

鼻がつまる・
鼻汁が出る

手足の関節が
痛む下痢3位

せきやたんが
出る 体がだるい眠れない4位

手足の関節が
痛む

湿疹・水虫などの
かゆみ5位

Futures Japan

平成25年
一般住民対象の
国民生活基礎調査
（入院中は含まない）

%, n=913, 複数回答

%, n=913, 複数回答

2.5

健
康
状
態

2

健
康
状
態

2
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HIV以外の慢性疾患

その他の病気や生活習慣

アレルギー疾患（アトピー性皮膚炎、花粉症など）

肝炎

精神・神経疾患

歯や口腔内の疾患

高脂血症

痔

ぜんそく、気管支炎

高血圧症

耳鼻科系疾患

腰痛症・神経痛

眼の疾患

呼吸器系疾患

胃腸疾患

糖尿病

その他の肝臓疾患

 腎臓疾患

その他

貧血・血液疾患

心臓疾患（心筋こうそくなど）

痛風

 骨粗しょう症

血友病

甲状腺の疾患

関節炎・関節リウマチ

悪性新生物（がんなど）

更年期障害

婦人科系疾患

肝硬変

HIV関連神経認知障害

血液系の疾患

脳血管疾患（脳こうそくなど）

不妊

認知症

慢性の病気はない

20.8

11.8

11.8

11.7

10.1

9.9

6.8

6.7

4.9

4.3

4.1

3.7

3.6

3.6

3.1

3.0

2.6

2.6

2.4

2.1

2.0

1.8

1.3

1.2

1.1

0.7

0.7

0.5

0.4

0.4

0.3

0.1

34.0

%, n=913

慢性疾患の数

なし
34.0

1種類
27.9

2種類
17.6

5種類以上
無回答
1.8

5.3

3種類
9.4

4種類
3.9

他に慢性疾患がない人が34％。
一方、最大11種類の
疾患を持つ人も。

%, n=913

［アテネ不眠尺度］
不眠

不眠症の疑い
なし

（3点以下）
32.1不眠症の疑い

あり
（6点以上）

48.0

無回答
2.4

不眠症の疑い
少しあり
（4-5点）

17.5

%, n=913

肥満

無回答
1.5

標準
（BMI18.5～25未満）

68.8

肥満
（BMI25以上）

23.7

やせ
（BMI18.5未満）

6.0

不眠症の疑いがある人の
割合が5割弱と多い

%, n=913

飲酒習慣（週 3回以上）

あり
18.3

なし
81.7

%, n=913

喫煙

毎日
31.3

吸わない
64.2

ときどき
4.5

同時期の一般住民
調査とくらべて、
飲酒習慣は少なく
喫煙は同程度

[アテネ不眠尺度で6点以上の不眠症の疑い
がある人の割合]
一般住民4,000人を対象とした睡眠調査（フ
ァ イ ザ ー 株 式 会 社, 2011）で は42.2%、
10,424人を対象としたインターネットの職
場調査（Soldatos et al, 2005）では28.5%、
1,306人の茨城県民を対象とした睡眠調査

（茨城県健康科学センター , 2002）では
29.9％。

0.0

健康管理のためにやっていること

47.9抗HIV薬以外の薬剤をきちんと飲む

23.5予防接種を受ける

19.9禁煙

17.5禁酒・飲酒量をひかえる

13.8定期健診・人間ドッグを受ける

57.6食事に気をつける

39.9運動をする

32.6気になる症状があったら早期受診する

38.9十分に睡眠をとる

32.3体重の管理をする

38.0ストレスをためないようにする

30.3十分に休養をとる

37.5主治医に相談する

28.5サプリメントをとる

性感染症の感染やHIV再感染をしないよう
セーファーセックスをする 40.4

何か薬を飲むとき抗HIV薬との相互作用を確認する 35.9

%, n=913, 複数回答

%, n=913, 複数回答

健
康
状
態

2

健
康
状
態

2
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人（％）, n=913

通院の有無

通院している
881人
（96.5%）

通院や医療環境3

HIV治療のための通院

人, n=913

通院先（都道府県）

北海道

東京都

滋賀県

徳島県

青森県

神奈川県

京都府

愛媛県

岩手県

山梨県

奈良県

高知県

秋田県

長野県

和歌山県

福岡県

宮城県

新潟県

大阪府

佐賀県

山形県

富山県

兵庫県

長崎県

福島県

石川県

岡山県

大分県

茨城県

福井県

広島県

熊本県

栃木県

静岡県

鳥取県

宮崎県

群馬県

愛知県

島根県

鹿児島県

埼玉県

岐阜県

山口県

沖縄県

千葉県

三重県

香川県

無回答

40人

12人

18人

12人

1人

4人

15人
317人

60人

20人

2人

2人

10人

0人

2人

3人

23人

3人

1人

2人

8人

1人

9人

1人

3人

3人

3人

16人

5人

8人

0人

7人

4人

2人

19人

5人

4人

2人

3人

38人

4人

5人

149人

3人

8人

1人

22人

33人

通院していない
これから医療機関を
受診する予定

以前は通院していたが、
この1年間は
通院していない

%, n=881

通院時間・滞在時間・診察時間

10分未満 10～30分 30分～1時間 1時間～1時間半 1時間半～2時間 2時間～3時間 3時間以上 無回答

診察時間

0.6 0.5

2.8 0.5

31.4 51.0 13.3

通院時間
（片道）

1.93.5

0.7

0.2

5.119.342.926.3

滞在時間
（院外薬局含む）

0.3

4.8 19.8 24.4 18.5 19.9 12.4

%, n=881

通院のために有給休暇の取得・
日程調整・授業の欠席
などがあったか

無回答
0.7

いつも
34.2

ときどき
26.0

ない
39.2

%, n=881

おおよその通院頻度

1ヶ月に1回
27.5

 2週に1回
7.7

2ヶ月に1回
29.7

3ヶ月に1回
30.4

4ヶ月に
 1回未満

1.1

週に2回以上
0.7
週に1回
2.7

無回答
0.1

医療スタッフとのコミュニケーション

ふだん通院時に話す医療スタッフの職種

13人
（1.4%）

8人
（0.9%）

11人
（1.2%）

通院していない理由は、「陽性とわかったばかり」「どの医療機関に行
ったらいいかわからない」と言った初期の理由、「お金がかかる」「健康
保険が家族といっしょ／未加入」など経済的・制度利用に関する理由、

「病院が嫌い」「忙しい・時間帯が合わない」「特に具合は悪くない」「生
きていても仕方ない」「知り合いに会いたくない」など様々。

居住地（P17）とくらべて人数が多
い都道府県は、東京都（+44人）、
大阪府（+19人）など。少ないのは、
神奈川県（−17人）、千葉県（−17
人）、埼玉県（−14人）、京都府（−
14人）、兵庫県（−8人）など

人（％）, n=881

HIV治療で通院している
医療機関

エ
イ
ズ
治
療
・

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー（
A
C
C
）

左
記
3
つ
以
外
の

エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院

エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院

以
外
の
病
院

ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院

中
核
拠
点
病
院

診
療
所
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

そ
の
他

医
療
機
関
の
種
類
が

わ
か
な
ら
い

ACC、ブロック拠点、中核拠点以外が3割（273人）

266人
（30.2%）

50人
（5.7%）

58人
（6.6%）

12人
（1.4%）

12人
（1.4%）

76人
（8.6%）

216人
（24.5%） 191人

（21.7%）

%, n=881, 複数回答

主治医

看護師・コーディネーターナース

薬剤師

ソーシャルワーカー

カウンセラー

精神科医・心理内科医

その他の医師

栄養士

その他

97.4

55.3

19.2

17.6

12.6

8.4

5.8

1.0

1.2

通
院
や
医
療
環
境

3

通
院
や
医
療
環
境

3
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体調の悪化や気になる症状・つらさ 44.3

性生活にまつわる悩みや疑問 31.6

治療、検査値などの情報を十分に得られていないこと 24.2

セーファー（より安全な）セックスについての疑問や悩み 24.6

他の性感染症、HIVの再感染、薬剤耐性についての不安 22.1

自分のセクシャリティ 14.8

抗 HIV 薬を飲み続けるつらさ、副作用のつらさ 19.7

子どもを持つこと 6.6

抗 HIV 薬の飲み忘れ・自己中断していること 9.8

仕事や学校での悩みや苦労 32.4

気持ちの落ち込みや不眠 40.6

職場に感染の事実を話すかどうか 15.2

日常的なストレスやその解消方法 31.6

付き合っている人・パートナー・配偶者や家族との人間関係 16.4

患者会や他の陽性者とのコミュニケーション 13.1

生きる意味は何か・自分の人生 26.6

パートナー・配偶者や家族に感染の事実を話すかどうか 15.6

医療費や生活費など経済的な問題 32.8

自殺についての思いや考え 19.3

恋愛や結婚 14.3

自宅での療養や介護を受ける時の悩みや問題 6.1

アルコールや薬物についての悩み 8.6

医療関係者とのコミュニケーション 16.0

その他 2.9

%, n=881

医療スタッフに
相談したいことが、
相談できなかった経験

相談
できなかった
経験があった

27.7

相談したいこと
自体がなかった

28.4

相談できない
という経験が
なかった
43.4

無回答
0.6

%, n=244, 複数回答

相談できない理由
トップ 8

%, n=244, 複数回答

医療スタッフに相談したかった内容

45.5

39.8

35.7

29.9

21.7

20.1

19.3

16.4相談したいが医療スタッフが察してくれない8

医療スタッフと信頼関係ができていないから6

話したい内容が非難されると不安を感じるから7

医療スタッフが忙しそうにしているから2

話したい内容がモラルに
反していることだと思っているから5

医療スタッフに聞いてよい内容なのか
迷いがあるから4

自分にとっては重要な内容だが、
医療スタッフはそう思っていないと感じるから3

医療スタッフの前では
「良い患者」を演じてしまうから1

治療／体調

日常生活／
人間関係

コミュニケーション

福祉／経済

メンタル

セックス／
子ども持つ

かかりつけ医 ・かかりつけ歯科医

%, n=913

かかりつけ歯科医の有無

%, n=516

かかりつけ歯科医を
必要としているか

%, n=394

かかりつけ歯科医に
HIV陽性であることを

伝えているか
あり

43.2

必要である
63.8

必要ない
36.2

なし
56.6

無回答
0.2

伝えている
54.3

誰にも伝えて
いない
41.4

一部には伝えていない
4.3

%, n=913

かかりつけ医の有無

%, n=559

かかりつけ医を
必要としているか

%, n=348

かかりつけ医に
HIV陽性であることを

伝えているか
あり

38.1

必要である
52.4

必要ない
47.6

なし
61.7

無回答
0.2

伝えている
44.3

誰にも伝えて
いない
49.1

一部には伝えていない
6.6

かかりつけ医・
かかりつけ歯科医を
必要としている！

HIV陽性であることを
伝えていない・
伝えられない！

通
院
や
医
療
環
境

3

通
院
や
医
療
環
境

3
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福祉制度の利用4

%, n=913

免疫機能障害での身体障害者手帳の取得
（取得済み・申請中の等級）

34.7 26.9 7.0 13.813.4

1級 2級 3級 4級 級数は不明だが取得済み・申請中 取得していない・申請していない 無回答

0.14.1

取得済みが730人（80.0％）、
申請中が56人（6.1％）、取得
していない・申請していない人
が126人（13.8％）

取得済
み・申

請中：
86.1％

約1割が手帳取得のために、
住んでいた自治体から
住所を移している

%, n=730, 取得済みの人のみ, 複数回答

身体障害者手帳の利用など、
受けている福祉サービス

人（%）, n=730, 取得済みの人のみ

身体障害者手帳の取得に
あたっての転居など

転居した

他人の住所を
借りるなどして、
住所を変更した

55人（7.5%）

30人（4.1%）

北海道

東京都

滋賀県

徳島県

青森県

神奈川県

京都府

愛媛県

岩手県

山梨県

奈良県

高知県

秋田県

長野県

和歌山県

福岡県

宮城県

新潟県

大阪府

佐賀県

山形県

富山県

兵庫県

長崎県

福島県

石川県

岡山県

大分県

茨城県

福井県

広島県

熊本県

栃木県

静岡県

鳥取県

宮崎県

群馬県

愛知県

島根県

鹿児島県

埼玉県

岐阜県

山口県

沖縄県

千葉県

三重県

香川県

無回答

41人

26人

21人

11人

1人

5人

32人

60人

21人

4人

2人

273人

11人

0人

4人

3人

40人

5人

1人

1人

9人

2人

9人

2人

3人

3人

2人

30人

6人

9人

1人

6人

4人

2人

19人

6人

4人

4人

4人

7人

5人

5人

130人

3人

12人

1人

30人

33人

暮らし・仕事・ライフプラン5

住まいと地域

人, n=913

居住地（都道府県）

%, n=913

結婚

%, n=913

居住地の特徴 

離島
0.2

中心市街地
54.8

郊外住宅地
41.0

山間部

農村・漁村
1.2

2.8

無回答
0.3

結婚したことはない
85.9

結婚していないが、
以前したことはある

5.7

結婚している
8.1

同居

な
し

（
一
人
暮
ら
し
）

妻 夫 パ
ー
ト
ナ
ー
・
付
き

合
っ
て
い
る
相
手（
同
性
）

パ
ー
ト
ナ
ー
・
付
き

合
っ
て
い
る
相
手（
異
性
）

親 兄
弟
・
姉
妹

子
ど
も

祖
父
母

義
父
母
、
孫
、

親
戚
な
ど

友
人

そ
の
他

46.5

5.9
1.3

13.8

27.2

1.2

9.0
3.9 2.4 2.2 3.3

0.7

一人暮らしが半数近く、親と同居が3割弱

%, n=913, 複数回答

自立支援医療（更生医療）

JR・飛行機など旅費の割引

バス・地下鉄などの福祉乗車

携帯電話の割引

映画館の割引

公共施設利用の割引・無料

税金の障害者控除

自治体の医療費助成

タクシー券

高速道路の割引

NHK受信料など公共料金の割引・無料

福祉手当

障害者枠での就労

生活保護

障害年金

就労訓練

公営住宅への優先入居や住宅費助成

その他

80.8

61.8

57.3

56.0

50.3

47.9

37.9

32.5

27.8

24.9

22.9

19.9

12.9

9.7

8.5

3.8

3.0

0.7

自立支援医療などの国の制度の
他に、自治体による制度、民間
企業による割引サービスなども
あり、受けられるサービスは自
治体、企業によって異なる。

福
祉
制
度
の
利
用

4

暮
ら
し
・
仕
事
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

5
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趣味・いきがい

％ , 複数回答

いきがいや生活のはりあい

「好きで繰り返しやっていること」につい
ても別に自由記述でたずねている。おおよ
そまとめて順位づけてみると、1位はジム
通い・筋トレなどだった。次いで、2位：
インターネットサーフィン、3位：SNS（ツ
イッター、Facebook、ブログ等）、4位：
ゲーム、5位：旅行となっている。

41.8

33.1

28.7

趣味・レジャー

仕事・勉強

 友人

インターネット・SNSなどでのやりとり

パートナー・配偶者

セックス

 旅行

買い物

家族

酒を飲む、バーや居酒屋などへ行く

恋人

趣味・レジャー・スポーツ仲間とのつながり

ゲーム

スポーツ

HIV陽性者とのつながり

ペット

 ダイエット・シェイプアップ・美容

HIV関連の活動や支援活動

クラブ・イベントに行く

賭け事

宗教

ドラッグ

その他

町内会やPTA等の地域団体活動

45.5

27.6

20.6

14.9

特にない 9.6

4.5

0.8

26.4

16.9

14.6

8.1

3.2

25.2

15.7

14.5

6.7

2.1

24.8

15.7

14.1

6.5

1.5

%, n=713, ペットを飼っていない人

ペットがいれば、
生活にはりあいが出ると思うか

どちらとも
言えない
26.6

はい
48.9

いいえ
24.4

仕事と暮らしぶり

%, n=913

年収

無回答

100万円未満

100万円～300万円

300万円～500万円

500万円～800万円

800万円～1,000万円

1,000万円以上

16.5

31.8

30.4

13.8

2.6

2.7

2.1

%, n=913

暮らしむき

0.1

1.5

35.8 36.6 10.115.9

大変苦しい やや苦しい ふつう ややゆとりがある 大変ゆとりがある 無回答

%, n=913

就労の有無

職種は、生産現場や運輸・保安職にくらべて、
専門職・技術職（医師、看護師、教師、技術者、
デザイナーなど）、事務職（一般事務、経理、
内勤の営業など）、サービス職（理・美容師、
料理人、ヘルパーなど）が多い。最終学歴は大
学が44.7%で、比較的高学歴な人が多い。

している
77.5

休職中
3.8

していない
18.5

無回答
0.1

%, n=740, 無回答3人除く

働き方

正規社員
／職員
54.1

経営者・役員
5.4

非正規社員
／職員（派遣・
契約・パート・
アルバイトなど）

29.5

自営業
7.3

自由業
2.8

その他
0.9

%, n=735, 無回答8人除く

障害者雇用

最初から障害者
雇用枠で雇用

9.5

障害者雇用枠
ではない
86.1

最初は一般雇用で、
今は障害者
雇用枠に
カウント

4.4

就労している人の1割が障害者雇用

%, n=913

ペットを飼っているか

飼っている
21.5

飼ってない
78.1

無回答
0.4

暮
ら
し
・
仕
事
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

5

暮
ら
し
・
仕
事
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

5
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保険

老後

%, n=913

各種保険の加入状況

加入（HIV陽性判明前） 加入（HIV陽性判明後） 未加入（加入希望あり） 未加入（加入希望なし） 無回答

0.3

32.05.0

4.6

20.841.8 生命保険

0.5

5.8 31.2 19.842.6 医療保険（民間）

0.12.1

49.7 41.36.8 介護保険（民間）

0.2

39.8 34.720.7年金保険・共済（民間）

%, n=913

老後の不安

とても感じる
61.7

少し感じる
31.0

無回答

感じない
0.3

7.0

病状の変化

老後への貯蓄

生活に影響するような症状の出現

助けてくれる人の不在

在宅生活の継続

パートナーの面会権の保証や生命維持の意思決定

症状変化に伴う買い物や通院への影響

住居を借りることができるか

現在の住居に住み続けることができるか

長期入所施設への入所

在宅サービスの利用

現在の交友関係の継続

賃貸する際の保証人や保証機関の確保

パートナーへの生命保険の受け取りや相続

69.2

64.6

63.0

58.6

56.6

43.0

41.0

37.9

37.6

34.7

28.9

32.6

32.5

30.1

病状・
貯蓄・

介護・
住居・

パート
ナーの

権利な
ど

さまざ
まな不

安

44.5

25.5

14.9

8.4

4.4

3.1

3.0

0.3

25.1

21.2

パートナー・配偶者

介護や医療の専門家（ホームヘルパーや訪問看護など）

 友人・知人

兄弟姉妹

子・孫

その他の家族・親類

親

その他

誰も思いつかない

誰の世話にもなりたくない

子ども

人（％）, n=913

子どもの有無 

無回答

いる

いない

3人
（0.3%）

56人
（6.1%）

854人
（93.5%）

54.7

49.2

29.0

23.9

％

子どものいない陽性者のうち、
「子どもを欲しい」と考えている割合

 全体
（n=854）

ゲイ・レズビアン
（n=699）

バイセクシャル
（n=75）

ヘテロセクシャル
（n=63）

ほしい
25.6

ほしいと思わない
74.0

無回答
0.4

ある
10.0

ない
84.0

覚えていない・わからない
6.1

ゲイ・レズビアンの
陽性者も4人に1人が
子どもを欲しいと思っている

子どもをつくる前

妊娠中

15人
（27.8%）

4人
（7.4%）

出産後
35人
（64.8%）

子どもがいる人の
陽性とわかった時期
人（%）, n=54, 無回答2人除く

子どもがいる陽性者の
セクシュアリティ

ヘテロセクシュアル
28.6

バイセクシュアル
37.5

ゲイ・レズビアン
32.1

決めたくない
1.8

不安の内容
%, n=846, 複数回答

老後に世話を期待する人
%, n=913, 複数回答

％ , n=56

医療スタッフから
子どもを持つことに関する

情報がほしいか
％ , n=854, 子どもがいない人％ , n=854, 子どもがいない人

医療スタッフから
子どもを持つことに関する
情報をもらった経験

暮
ら
し
・
仕
事
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

5

暮
ら
し
・
仕
事
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

5
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セクシュアルヘルス6

陽性とわかってからのセックス

多様なセックス

%, n=913

HIV陽性とわかる以前と比べた
今のセックスの状況

回数が減っている

相手の数が減っている

内容がセーファーになっている

楽しめなくなった

したい気持ちが減った

勃起しなくなった
（回答した男性691人中）

74.6

72.6

64.4

56.6

47.0

41.4

%, n=913

性生活の満足度

無回答

おおいに満足している
3.1

0.5

まあ
満足している

31.3

まったく
満足してない

21.8

あまり
満足していない

43.3

%, n=913

過去 1年のセックスの頻度

年1～2回
10.0

まったくして
いない
20.8

年3～4回
11.3

2か月に1回
10.5

月に1回
14.5

週1回
7.8

週2～3回
4.2

月に2～3回
20.6

週5回以上
0.2

過去1年に

1度も
セック

スを

してい
ない人

が2割。

回数、
人数が

減り、

内容が
セーフ

ァーに
なった

という
人が多

数。

性欲減
退、勃

起不全
も

4～5割。

セクシ
ュアリ

ティに

かかわ
らず同

性との

セック
ス経験

がある
人が

一定数
いる。

%

同性とのセックス経験の有無
（セクシュアリティ別）

ある ない 無回答

0.3

7.292.4全体（n=913）

ヘテロセクシャル
（n=78）

バイセクシャル
（n=96）

ゲイ・レズビアン
（n=717）

その他（n=5）

わからない（n=3）

決めたくない
（n=10）

73.126.9

4.2

0.1

99.9

95.8

60.040.0

100.0

90.0 10.0

3タイプについてセックスの有無に関する回答のあった711人

過去 1年間のセックスの相手

お金のともなう
セックス経験（過去 1年）

セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー
や

売
り
専
と
し
て
お
金
を

も
ら
っ
て
セ
ッ
ク
ス
を

し
た
こ
と
が
あ
る

援
助
や
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

お
金
を
も
ら
っ
て

セ
ッ
ク
ス
し
た
こ
と
が
あ
る

相
手
に
お
金
を

払
っ
て
セ
ッ
ク
ス
を

し
た
こ
と
が
あ
る

10.4

4.44.2

36人

246人

157人

48人

27人

85人

70人

特定のセックスフレンド

305人

これら3タイプ以外の相手

42人

付き合っている相手・
パートナー・配偶者

230人

その場限りの相手

536人

セックスの頻度が
低い人ほど
満足度が低い

%, n=913, 複数回答

セックスの相手との関係により3つのタイ
プに分け、それぞれ過去1年間にセックス
があった人数を3色の円で表した。円の重
なっている部分は2つまたは3つのタイプ
とセックスがあった人数を指す。

セ
ク
シ
ャ
ル
ヘ
ル
ス

6

セ
ク
シ
ャ
ル
ヘ
ル
ス

6
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相手との関係 性の健康と相談

%

セックスの相手のHIVステータス
（陽性か陰性か）

%

セックスの相手は自分が
HIV陽性であることを知っているか

陽性か陰性かわからない
52.1

一部に
HIV陽性者はいた

22.3
特定のセックスフレンド

（n=305）

HIV陽性者は
まったくいなかった

15.4

ほぼ全員が
HIV陽性
10.2

陽性か陰性か
わからない

18.6

付き合っている相手・
パートナー・配偶者

（n=236）

HIV陽性
27.5

HIV陰性
53.8

陽性か陰性かわからない
74.4

一部に
HIV陽性者はいた

18.8
その場限りの相手

（n=542）

HIV陽性者は
まったくいなかった

4.2

無回答
0.4

無回答
0.8

無回答
0.7

無回答
0.4

ほぼ全員が
HIV陽性

2.2

特定のセックスフレンド
（n=305）

付き合っている相手・
パートナー・配偶者

（n=236）

知っている
83.9

誰にも伝えなかった
72.7

誰にも伝えなかった
46.2

一部に伝えた・
すでに知っていた

22.3

一部に伝えた・
すでに知っていた

23.0

その場限りの相手
（n=542）

ほぼ全員に伝えた・
すでに知っていた

4.6

たぶん
知っている

4.2

知らない
7.6

たぶん
知らない

3.0
わからない

0.4

ほぼ全員に伝えた・
すでに知っていた

30.2

%, 必ず使った+使うことが多かった

コンドーム使用率

62.062.6

52.558.0

57.558.2

（n=131）特定の付き合っている相手・配偶者（n=158）

自分が挿入する側 自分が挿入される側

（n=359）その場限りの相手（n=440）

（n=188）特定のセックスパートナー（n=236）

必ず使った（常用）に限ると、挿入する側では、特定の付き合っている
相手・配偶者で48.1%、特定のセックスパートナーで44.1％、その
場限りの相手で36.5%、挿入される側では同順に50.6%、44.1%、
34.5%。参考までにHIV陽性者ではなくMSM（男性と性交渉のある男
性）一般対象の調査研究では、過去６ヶ月間のアナルセックス経験者で
の常用率は30.4%（日高ら, 2012）、33.7%（Hidaka. et al, 2013
から計算）、34.3% ～43.5%（塩野ら, 2013）などの報告がある。

%, n=913

セーファーセックスを
続ける努力や疲労感

あてはまる どちらともいえない あてはまらない 無回答

0.7

40.320.838.2

より安全なセックスを
し続けることはかなり
努力が必要だと思う

より安全なセックスを
し続けることは難しい

セックスを常により安全に
しようと注意を払うことに

疲れている

0.9

37.518.243.5

0.7

45.122.032.2

セーフ
ァーセ

ックス
には

努力が
必要と

感じて
いたり

疲れを
感じた

りする
人も多

い
セ
ク
シ
ャ
ル
ヘ
ル
ス

6

セ
ク
シ
ャ
ル
ヘ
ル
ス

6
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梅毒

A型肝炎

B型肝炎

C型肝炎

クラミジア

淋病

性器ヘルペス

尿道炎

尖圭コンジローマ

アメーバ赤痢

毛じらみ

その他

いずれもない

30.4

3.2

20.9

2.7

12.3

11.6

5.1

10.8

16.1

5.9

31.1

1.5

39.8

アディクション（依存症・依存傾向）7

さまざまなアディクション

人（％）, n=913, 複数回答

医師から診断された依存症

アルコール依存症

摂食障害（過食症・拒食症）

自傷症

薬物依存症

性依存症・性的強迫症

対人関係依存症

ニコチン依存症

買い物依存症

インターネット依存症

32人（3.5%）

20人（2.2%）

10人（1.1%）

7人（0.8%）

6人（0.7%）

5人（0.5%）

4人（0.4%）

3人（0.3%）

2人（0.2%）

自分はそうかも
しれないと思う依存は、

医師に診断されているもの
よりも人数・種類ともに

はるかに多い

今までに性感染症にかかった経験
%, n=913, 複数回答

セックスや性的活動について誰にも話せず、居場所がないと感じたことがある。 35.3

主治医や看護師、カウンセラーなど医療機関のスタッフに、たとえば特定の性行動についてたずね
られて、しているのに「していない」と答えるなど、セックスや性的活動について正直に伝えずに
いたり、はぐらかしたりしたことがある。

30.9

セックスや性的活動について、主治医や看護師、カウンセラーなど、通院している医療機関のスタ
ッフに相談したかったが、相談できなかったことがある。 21.8

セックスや性的活動について誰かに相談したり助けを求めたかったが、相談先や相手が見つからな
かったことがある。 21.0

主治医や看護師、カウンセラーなど医療機関のスタッフに、セーファー（より安全な）セックスを
するように強く言われて、しんどく感じたことがある。 15.0

性感染症にかかったかもしれないと思ったが、HIVの主治医には言いづらかったので、別の医療機
関を受診したことがある。 9.6

セックスや性的活動について、主治医や看護師、カウンセラーなど、通院している医療機関のスタ
ッフに相談したが、十分に対応してもらえなかったことがある。 8.1

セックスや性的行動に関する相談
%, n=913, 複数回答

自分はそうかもしれないと思う依存
人（％）, n=913, 複数回答

性依存・性的強迫

アルコール依存

共依存

薬物依存

育児放棄をする

ニコチン依存

ギャンブル依存

対人関係依存

ゲーム依存

家庭内暴力・DVをする

インターネット依存

買い物依存

ワーカホリック・仕事依存

摂食障害（過食・拒食）

繰り返す自傷・自殺未遂

恋愛依存

277人（30.3%）

228人（25.0%）

219人（24.0%）

215人（23.5%）

78人（8.5%）

75人（8.2%）

71人（7.8%）

66人（7.2%）

64人（7.0%）

60人（6.6%）

47人（5.1%）

43人（4.7%）

37人（4.1%）

7人（0.8%）

3人（0.3%）

2人（0.2%）

セック
スに関

する

相談が
できな

くて、

居場所
がない

と

感じて
いる陽

性者は

少なく
ない

セ
ク
シ
ャ
ル
ヘ
ル
ス

6

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
依
存
症
・
依
存
傾
向
）

7
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薬物（ドラッグ）とアルコール

何かに挫折したとき 4.9

一人になったとき 4.7

お酒を飲んだとき 2.8

その他 2.5

音楽を聴くとき 1.5

物事がうまくいったとき 1.2

つまらないと感じたとき 4.9

疲れているとき 4.1

パーティのとき 2.7

仕事や勉強に弾みをつけるとき 1.6

正月やクリスマスなど世間で年中行事がされる時期 1.5

何か自分にとって重要なことを決めざるを得ないとき 1.2

セックスをするとき 70.7

すすめられたとき 40.2

淫らな気分になったとき 21.4

休日 8.0

イライラしたとき 5.2

いつのまにか 5.0

一緒に使う人がいるとき 40.8

マスターベーション（自慰行為、オナニー）をするとき 34.8

強いストレスを感じたとき 11.6

物事がうまくいかないとき 6.9

クラブに行くとき・行ったとき 5.0

仕事のプレッシャーを感じたとき 4.9

［久里浜式アルコール症スクリーニングテスト］
アルコール依存症（重篤問題飲酒群）をスクリー
ニング判定する調査票のこと。厚生労働省「成人
の飲酒実態と関連問題の予防に関する研究」

（2004年）で全国から無作為抽出した2,547名
の分析では、アルコール依存症の判定は、男性：
7.1％、女性：1.3％、全体：3.9％であった。

%, n=913

12ステップに
ついて

%, n=913

依存症当事者ミーティング・
自助グループについて
（NA、AAなど） %, n=913

認知行動療法などの
心理療法について

無回答
3.4

依存症の疑いは低い
62.8

お酒を
飲まない
21.4

無回答
1.6

当事者として
参加したことがある

3.3
今初めて
聞いた
22.9

知っているが
参加したことはない

72.2

すべて取り組んだ
1.2

一部を取り組んだ
1.9

今初めて
聞いた
83.7

 知っているが、
自分には必要がないので
取り組んだことはない

10.2

無回答
0.9

知っているし、
必要だと思っているが、
取り組んだことはない

2.2

受けたことがあるし、
今も受けている

1.5
受けたことはあるが、
今は受けていない

3.5

今初めて
聞いた
40.9

知っているが、
自分には必要がないので
受けたことはない

46.7

無回答
1.1知っているし、

必要だと思っているが
受けたことはない

6.4

%, n=913

過去 1年の薬物使用 過去 1年間に使用した薬物の種類

使っていない
68.8

使った
31.2

リ
タ
リ
ン
・

ケ
タ
ミ
ン
な
ど
医
薬
品

ラ
ッ
シ
ュ（
亜
硝
酸
ア
ミ
ル
）

脱
法
ド
ラ
ッ
グ

覚
せ
い
剤

ス
プ
レ
ー
、
ガ
ス

大
麻

M
D
M
A

コ
カ
イ
ン

L
S
D

シ
ン
ナ
ー
、
ト
ル
エ
ン
な
ど

マ
ジ
ッ
ク
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

ヘ
ロ
イ
ン

5
M

e
O

-D
IP

T

（
ゴ
メ
オ
）

%, n=913, 複数回答

25.1

13.6

5.1
3.6

1.8 1.8 1.0 0.9 0.2 0.1 0.10.20.7

今までに使用した薬物の種類
%, n=913

今までの薬物使用

一度も
使ったことが
ない

25.6
使ったことが
ある

74.4

リ
タ
リ
ン
・

ケ
タ
ミ
ン
な
ど
医
薬
品

ラ
ッ
シ
ュ（
亜
硝
酸
ア
ミ
ル
）

脱
法
ド
ラ
ッ
グ

覚
せ
い
剤

ス
プ
レ
ー
、
ガ
ス

大
麻

M
D
M
A

コ
カ
イ
ン

L
S
D

シ
ン
ナ
ー
、
ト
ル
エ
ン
な
ど

マ
ジ
ッ
ク
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

ヘ
ロ
イ
ン

5
M

e
O

-D
IP

T

（
ゴ
メ
オ
）

2.6

%, n=913, 複数回答

69.6

38.6

16.9
20.0

37.7

6.8

15.7

9.0

4.6 3.75.04.5

 どんなときに薬物を使用するか
%, n=913, 複数回答

セックスドラッグとしての使用が多い

アルコ
ール依

存症が

疑われ
る人の

割合は

全国平
均より

かなり
高い

依存症の疑いが高い
（重篤問題飲酒群）

12.5

依存症の
回復のた

めの

取り組み
を知らな

い・

参加した
ことがな

い人が多
数

%, n=913

アルコール依存症
［久里浜式アルコール症

スクリーニングテスト（旧KAST）］

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
依
存
症
・
依
存
傾
向
）

7

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
依
存
症
・
依
存
傾
向
）

7
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人間関係・ネットワーク8

伝える・伝えない

HIV陽性であることをこれまでに伝えた相手

母親
父親

兄弟・姉妹
義理の親
子ども

その他の親族
付き合っている相手・パートナー・配偶者

元配偶者
過去に付き合っていた相手

セックスフレンド
元セックスフレンド

感染判明後に知り合ってセックスした相手
友人

同僚・上司・人事担当者など仕事上での関係者
HIV陽性者同士

NGO／NPO関係者
LGBT向けHIV予防啓発関係者

行きつけの飲み屋のマスター・ママ
その他

誰にも打ち明けていない

38.8
26.6

30.2
1.6

0.5
7.1

48.0
1.8

33.2
15.9

17.9
10.7

49.2
30.4

44.6
20.3

9.5
11.8

1.5
6.5

%

相手はあなたが陽性であることを
知ってるか（相手のステータス別）

%, n=913

特定の付き合っている相手・
パートナー・配偶者の有無

無回答
1.0

いる
44.4いない

54.7

相手が陽性（n=90）

相手が陰性（n=247）

相手が陽性か陰性かわからない（n=65）

97.7

89.5

59.3

%, n=405

相手のHIVステータス（陽性／陰性）

無回答
0.7

HIV陰性
61.0

陽性か陰性か
わからない  

16.0 HIV陽性
22.2

サポート・ネットワーク

母親
父親

兄弟・姉妹
子ども

その他の親族
付き合っている相手・パートナー・配偶者

元配偶者
過去に付き合っていた相手

セックスフレンド
元セックスフレンド

感染後に知り合ってセックスをした相手
友人

同僚・上司・人事担当者など仕事上での関係者
主治医

主治医以外の医師
看護師・コーディネーターナース

ソーシャルワーカー
カウンセラー

HIV陽性者同士
HIV支援団体のスタッフ・ボランティア

LGBT向けHIV予防啓発関係者
行きつけの飲み屋のマスター・ママ

そのような人は誰もいない
誰にも相談したくない

11.2

2.2

4.6

26.3

7.1

5.6

14.7

0.1

36.1

0.9

16.1

28.6

4.3

0.2

48.5

3.0

6.6

7.1

4.6
10.7

30.8

6.5

4.5

18.7

HIVに関する相談は
医療スタッフや陽性者同士が多い

誰もいない 1人 4～9人 10人以上2～3人 無回答

%, n=913, 複数回答

HIVに関連した悩みの相談相手
%, n=913, 複数回答

%, n=913

HIVについて話せる人・陽性者の知り合い

H
I
V
に
つ
い
て

率
直
に
話
せ
る
人

実際に会って ネット上のみで

H
I
V
陽
性
者
の

知
り
合
い

陽性と
わかる前

現在

4.7

2.6

0.5

0.3

10.6

22.3 35.3 16.5 14.7

60.4 9.9 22.1 陽性と
わかる前

現在

3.6

2.53.7

0.7

0.7

4.8

79.4 10.1

50.6 20.6 9.4 13.9

陽性と
わかる前

現在

1.4

0.3

73.5 13.6 10.2

1.0

34.8 12.5 22.0 14.2 16.1

0.3

陽性と
わかる前

現在

1.6

4.5 0.8

0.8

86.9 6.6

3.3 0.9

52.2 15.6 11.1 15.9
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差別や偏見

HIV陽性であることを誰か他の人に話すときにはとても用心する 86.9

HIV陽性であることを周囲に知られないように頑張っている 63.3

親しい人に、「私がHIV陽性であることは他の人には決して伝えないでくれ」と伝えたことがあった 50.4

HIV陽性であることを誰かに打ち明けることは危険なことである 81.4

他の人とHIVを話題にするときにウソをついている 56.6

HIV陽性と他の人に伝えたものの言わなければよかったと思うことばかりだった 46.5

一般に人々は、HIV陽性者であることを知ると拒絶するものである 81.3

HIV陽性であること、他の人とセックスしたり恋愛関係になったりすることを避けている 53.3

私がHIV陽性であることを知ったとたんに、物理的に距離を置かれたことがあった 43.2

HIV陽性だと誰かに打ち明けると、さらに別の人に伝わるのではないかと心配になる 76.3

HIVに感染していることは恥ずかしいことである 48.2

HIV陽性になったのは自分自身がいけないからだと、周囲の人に言われたことがあった 39.3

HIV陽性とわかって以降、周囲の人々に差別されるのではないかと心配している 71.4

他の人々と交流したいが、HIV陽性であるので、交流しないでいる 35.4

HIV陽性であるため親しい友人をつくることをひかえている 33.5

HIV陽性であることを知っている人が周囲に誰ひとりいない状況が日常生活では多い 66.7

HIV陽性であることを雇い主や上司に知られると職を失うと思う 62.9

HIV陽性であることを隠し続けるのに苦労している 50.7

HIVに関連した
差別・偏見の感じ方

HIVに関連した
差別・偏見を恐れた
日常生活の自主規制

HIVに関連した
差別・偏見の実体験

（5つから選択）とてもそうである／ややそうである／どちらともいえない／そうではない／まったくそうではない

%, n=913

HIVに関連した差別・偏見

とてもそうである＋ややそうである

差別・偏見を強く感じ、
それが実体験にないように、
周囲に知られないよう頑張っている

メンタ
ルヘル

スに

関する
相談や

専門科
を

受診を
してい

る

陽性者
は少な

くない

％ , 833人の回答, 各項目ごとに無回答を除いて集計

セクシャルマイノリティ（LGBT）に
関する差別・偏見

LGBTであることを学校や職場の人には黙っている

受け入れてもらうために、LGBTでないふりをしなければならない

「同性間で性交渉する人は普通ではない」ということを聞く

LGBTであることを家族には黙っている

自分がLGBTであることで、家族を傷つけ困惑させている

LGBTであることでからかわれたり、
LGBTにまつわるあだ名をつけられたりする

LGBTであることを医療スタッフには黙っている

LGBTであるために、家族に受け入れてもらえなかった

LGBTであるために友人を失った

LGBTであるために、学校や職場で不当な対応を受けた

LGBTであるために、仕事やキャリアを積む機会を失った

LGBTであることで、叩かれたり殴られたりした

LGBTであるために、学校や職場を変えざるをえなかった

LGBTであるために、住居を変えざるをえなかった 3.2 4.6

5.5 10.7

10.75.9

8.5

8.8

11.9

10.7 17.2

21.5

17.3 20.5

19.9 23.2

25.8 33.1

33.7 40.9

63.1 13.4

38.4 43.5

53.8 28.5

70.6 15.8

よくある たまにある

（4つから選択）非常によくある／よくある／
たまにある／まったくない
非常によくある+よくあるをここでは「よくある」と表示

LGBTであ
ること

を、

多くの
陽性者

が家族
や

職場に
黙って

いて、
一部は

医療ス
タッフ

に対し
ても

こころの健康9

メンタルヘスの相談・受診

無回答
0.2

あり
41.7なし

58.1

%, n=913

医療機関での
メンタルヘルス相談経験

不明
0.4

あり
24.9

なし
74.7

%, n=913

精神科・心療内科への
受診経験（過去 1年間）

%, n=913, 複数回答

精神科関連の薬剤の服用

睡眠導入剤・睡眠剤

抗不安薬・精神安定薬

抗うつ薬

気分安定薬（抗そううつ薬）

自律神経調整薬

パニック障害の薬

32.3

17.7

13.8

3.9

2.2

1.8

不安障害・うつ

［HADS（Hospital Anxiety 
and Depression Scale）とは］
不安障害（不安が日々の生活に悪
影響を及ぼす状態）とうつ病傾向
が高い人をスクリーニング（振る
い分け）するための14の設問から
なる尺度。特点が高いほど不安障
害・うつの傾向が高い。

HADS尺度の点数を合計して平
均点を出すと、この調査では16.7
と非常に高い。薬害HIV感染被害
患者（252人）では14.8（溝田ら, 
2010）、男子大学生（1159人）
では13.8（Arai et al, 2005）、
がん（乳がん82%含む）外来患者

（619人）の70歳未満の平均は9.8
（Akechi et al, 2012）となって
いる。

無回答
0.7

うつである
可能性が高い

28.6

うつが疑われる
25.8

うつではない
44.9

無回答
0.1

不安障害である
可能性が高い

33.3

不安障害が
疑われる
24.4

不安障害なし
42.2

不安障害・
うつである

可能性が高い人が
とても多い

%, n=913

不安障害
［HADSによる判定］

%, n=913

うつ・気分障害
［HADSによる判定］
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心理的な変化

%, n=913

陽性とわかってからの
ネガティブ・ポジティブな変化

11項目の質問の5択の回答（弱
くなった／どちらかといえば弱
くなった／変わらない／どちら
かといえば強くなった／強くな
った）を得点化して計算してみ
ると、陽性とわかってからの経
過年数が多くなるほどポジティ
ブな変化が増える傾向にある。
おおざっぱに言って、陽性とわ
かってから3年以内はネガティ
ブな変化が多く、3年を過ぎる
とポジティブな変化のほうが多
くなる。ポジティブな変化 変化なし ネガティブな変化 無回答

健康への注意

0.4

8.817.473.4

人や社会のために役立ちたい思い

0.2

23.233.842.7

一日一日の見方

0.1

26.938.134.8

精神的な強さ

0.4

41.127.730.8

パートナーや家族との絆

0.4

21.448.829.4

人生を乗り越える自信

0.2

43.529.926.4

新たな生きがい楽しみ

0.1

37.738.024.2

信頼できる友人知人の数

0.3

24.652.722.3

物事の考え方

0.2

37.940.221.7

友人との絆

0.9

24.554.120.5

性的指向の受容

0.3

14.368.117.2

健康への注意や、
人の役に立ちたい思いは
ポジティブに変化、

精神的な強さや自信は
ネガティブに変化した
陽性者も多い。

ストレスや困難

ストレ
ス対処

力が弱
い

人が多
い。55歳未

満では

一般住
民調査

とくら
べて

顕著に
弱い。

 

［SOC（Sense of
Coherence）とは］
困難を乗り越える力やストレス
にやられにくい力を測る尺度。
この調査では13の設問からな
るバージョンを使っている。得
点が高い人ほどストレス対処力
が強い。一般に年齢を重ねるに
つれて強くなるとされている。

回答のあった905人を、24歳
以下（25人）、25～34歳（282
人）、35～44歳（416人）、45～
54歳（161人）、55～64歳（19
人）、65～74歳（2人）に分け、
それぞれ全国一般住民調査（戸
ヶ里, 2015）と比較をした。

51.0
48.3 49.6 50.9 52.4

61.3

72.0

59.0
54.6 56.7 57.2

61.7 63.9

24
歳
以
下

全
体

65
〜
74
歳

25
〜
34
歳

35
〜
44
歳

45
〜
54
歳

55
〜
64
歳

Futures Japan

全国一般住民調査

得点平均値

ストレス対処力
［SOC］
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本冊子に紹介している「HIV陽性者のためのウェブ調査」は、HIV Futures Japanプロジェクトの一環として行われたものです。
以下の研究助成を受け、共同調査プロジェクトとして実施した研究の成果になります。

2012-2014年度日本学術振興会科学研究費助成事業基盤研究（B）
「HIV陽性者のヘルス・プロモーション支援に向けた当事者参加型調査研究」
（研究課題番号：24330158、研究代表者：井上洋士）（セクシュアルヘルス以外のセクション）
2012-2014年度厚生労働科学研究費補助金

「HIV感染症及びその合併症の課題を克服する研究」
（研究代表者：白阪琢磨、研究分担者：井上洋士）（セクシュアルヘルスのセクション）

データ分析：井上洋士（放送大学）、戸ヶ里泰典（放送大学）、阿部桜子（NTT docomo）、 細川陸也（名古屋市立大学）、
　　　　　　板垣貴志（株式会社アクセライト）、片倉直子（神戸市看護大学）、山内麻江（東京医大看護専門学校） 

～HIV陽性者のためのウェブ調査 第 1回～（2013年 7月～2014年 2月）
グラフで見る「Futures Japan 調査結果」

2015年3月

企画・発行：HIV Futures Japanプロジェクト（代表：井上洋士）

編集：矢島嵩（日本HIV陽性者ネットワーク・ジャンププラス、ぷれいす東京）
　　　高久陽介（日本HIV陽性者ネットワーク・ジャンププラス） 
　　　井上洋士 （放送大学）

デザイン：新藤岳史

問い合わせ先：　
　http://survey.futures-japan.jp/（ウェブページ内「お問い合わせ」まで）
　〒261-8586
　千葉市美浜区若葉2丁目11番地
　放送大学　生活と福祉　井上洋士
　FAX 043-298-4153

無断転載をお断りします　

http://survey.futures-japan.jp/
で検索HIVウェブ調査
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